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友
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小
城
鍋
島
文
庫
研
究
会
︵https://sagakoten.jim

do.com
/

︶
で
は
、
二
〇
一
五
年
度
以
来
、
当
文
庫
蔵
書
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
目
指
す

と
こ
ろ
は
、
全
蔵
書
の
書
誌
解
題
の
作
成
に
あ
る
。
そ
の
途
中
報
告
と
し
て
、
ま
ず
白
石
良
夫
が
小
城
鍋
島
文
庫
蔵
書
解
題
稿
︵
一
︶
を
﹃
佐
賀
大

国
文
﹄
第
四
十
四
号
︵
二
〇
一
六
年
三
月
︶
に
発
表
し
、
つ
い
で
中
尾
友
香
梨
・
中
尾
健
一
郎
が
同
︵
二
︶
を
本
紀
要
第
五
号
︵
二
〇
一
七
年
三
月
︶

に
発
表
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
五
月
、
二
篇
を
ま
と
め
、
ほ
か
の
会
員
も
寄
稿
し
て
﹃
小
城
鍋
島
文
庫
蔵
書
解
題
集
︵
試
行
版
︶﹄
を
出
し
た
。

本
稿
は
そ
れ
を
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
形
で
解
題
稿
を
蓄
積
し
て
ゆ
く
。

　

解
題
執
筆
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
か
つ
て
小
城
鍋
島
藩
の
蔵
書
の
一
冊
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
、
つ
ね
に
強
く
意
識
す
る
。
た
と
え
そ

れ
が
片
々
た
る
雑
本
で
あ
っ
て
も
、
一
冊
の
薄
汚
れ
た
端は

ほ
ん本

で
あ
っ
て
も
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
た
書
誌
解
題
を
集
積
し
、
専
門
家

の
読
む
に
堪
え
る
、
小
城
鍋
島
文
庫
の
歴
史
と
現
在
を
語
る
、
そ
ん
な
読
み
物
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

小
城
鍋
島
文
庫
の
個
々
の
資
料
を
、
そ
こ
に
在
る
モ
ノ
と
し
て
記
述
し
、
モ
ノ
に
語
ら
せ
る
。
す
な
わ
ち
当
文
庫
蔵
書
の
書
誌
事
項
を
優
先
す
る

こ
と
に
努
め
、
内
容
や
史
的
位
置
づ
け
な
ど
一
般
的
解
説
に
つ
い
て
は
必
要
最
小
限
に
抑
え
た
。
た
だ
し
、
当
文
庫
に
し
か
伝
存
し
な
い
資
料
に
つ

い
て
は
、
詳
し
い
内
容
に
立
ち
入
っ
た
。

　

本
研
究
は
、科
学
研
究
費
基
盤
研
究︵
Ｃ
︶「
小
城
鍋
島
文
庫
蔵
典
籍
の
解
題
目
録
と
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
」︵
研
究
代
表
者 

中
尾
友
香
梨
、

課
題
番
号18K

00282

︶
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
︻
キ
ー
ワ
ー
ド
︼　

小
城
鍋
島
文
庫
、
藩
蔵
書
、
解
題
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古
今
雑
事
集
篇
︵
こ
こ
ん
ざ
つ
じ
し
ゅ
う
へ
ん
︶o0-1　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写　

鍋
島
直
嵩
編
か

　

半
紙
本
、六
巻
三
冊
。
第
一
冊
︵
巻
一
～
三
︶、第
二
冊
︵
巻
四
・
五
︶、

第
三
冊
︵
巻
六
︶
に
仮
綴
じ
。
外
題
は
い
ず
れ
も
共
紙
表
紙
に
打
付
け

書
き
で
「
古
今
雑
事
集
篇
」。
内
題
は
各
巻
「
古
今
雑
事
集
篇
」。
ま
た

巻
四
に
尾
題
「
雑
事
集
」。
序
跋
・
奥
書
の
類
な
し
。
草
稿
本
。
貼
り

紙
や
胡
粉
に
よ
る
訂
正
あ
り
。
蔵
書
印
「
曲
肘
亭
」「
叢
桂
館
蔵
」。

　

和
漢
・
古
今
の
書
か
ら
の
抜
書
き
集
。
随
意
に
書
き
留
め
た
と
思
し

く
、
特
段
の
編
集
意
図
は
認
め
ら
れ
な
い
。
文
学
・
歴
史
・
有
職
関
連

を
中
心
に
、
広
く
雑
多
な
記
事
に
関
心
を
示
す
。
な
か
に
、
安
永
三
年

︵
一
七
七
四
︶
の
大
小
暦
を
詠
み
込
ん
だ
発
句
︵
巻
一
︶、
安
永
九
年
房

総
沖
の
唐
船
漂
着
の
情
報
︵
巻
五
︶
が
載
り
、
本
書
成
立
の
時
期
を
示

唆
す
る
。
な
ら
ば
、
蔵
書
印
か
ら
推
察
し
て
、
鍋
島
直
嵩
の
編
に
な
る

も
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
白
石
良
夫
︶

贍
草
︵
に
ぎ
わ
い
ぐ
さ
︶o0-6　

刊　

　

大
本
、
二
巻
二
冊
。
後
補
青
色
無
地
表
紙
の
左
上
、
後
補
の
︵
一
部

に
彩
色
が
手
書
き
画
風
に
施
さ
れ
た
︶
題
簽
に
、
墨
筆
の
外
題
「
賑
草　

上
︵
下
︶」
が
あ
る
。

　

第
一
冊
上
巻
、
第
二
冊
下
巻
と
も
に
内
題
・
尾
題
な
し
。
版
心
題

「
贍
草
」。
第
二
冊
下
巻
の
本
文
五
十
八
丁
表
に
刊
記
「
天
和
二
年
歳
次

壬
戌
麦
秋
中
浣　

京
室
町
惣
門
辻
書
肆
得
栄
堂　

二
口
伊
豫
彫
梓
」
あ

り
。
各
冊
頭
に
蔵
書
印
「
荻
府
学
校
」
が
あ
る
。
書
入
な
し
。

　

本
文
庫
蔵
本
と
同
版
と
み
ら
れ
る
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
の
原
表
紙

に
は
、
印
刷
題
簽
の
「
に
き
は
ひ
草
」
の
外
題
が
あ
る
。
編
者
・
著
者

情
報
に
つ
な
が
る
よ
う
な
著
者
名
や
序
跋
は
な
く
、
本
文
に
は
内
題
も

記
さ
れ
て
い
な
い
。
諸
研
究
で
は
、
第
二
冊
︵
下
巻
︶
の
「
我
い
と
け

な
き
時
よ
り
光
悦
そ
は
近
く
な
れ
て
」
等
に
記
述
さ
れ
て
い
る
本
阿
弥

光
悦
の
逸
話
、
近
世
初
期
の
和
歌
や
飛
鳥
井
家
の
蹴
鞠
に
関
連
す
る
聞

書
等
を
含
め
た
随
筆
の
内
容
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
作
者
を
佐
野
紹
益
と

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
大
久
保
順
子
︶

︹
参
考
︺
川
瀬
一
馬
「「
桂
離
宮
」
管
見 

附
、
佐
野
紹
益
の
贍
草
の
こ
と
」︵
青
山

学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
十
一
巻
、
一
九
五
九
年
六
月
︶　
　
　
　

西
山
遺
事
︵
せ
い
ざ
ん
い
じ
︶o0-7　

写

　

半
紙
本
、
十
巻
十
冊
。
原
題
簽
「
西
山
遺
事
」、
内
題
・
尾
題
「
西

山
遺
事
」。
蔵
書
印
「
藤
直
愈
印
」。
左
の
編
者
連
名
後
書
き
あ
り
。

右
は
西
山
公
御
一
代
の
事
ど
も
、
逐
一
そ
の
証
拠
を
正
し
記
し

畢
。
此
外
之
書
、
種
々
様
々
の
説
を
申
も
の
有
り
と
い
へ
ど
も
、

必
以
信
用
す
べ
か
ら
ず
。
暫
ら
く
証
拠
正
し
き
様
な
る
説
を
申

共
、
此
書
面
を
以
西
山
公
の
御
行
実
を
察
し
奉
り
、
御
性
精
よ

り
出
不
出
之
趣
を
考
て
、
猥
り
に
増
補
す
べ
か
ら
ず
。
穴
賢
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臣　

三
木
幾
右
衛
門
源
之
幹

　

元
禄
十
四
辛
巳
十
二
月
日  

臣　

宮
田
半
左
衛
門
源
清
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臣　

牧
野
木
工
之
助
清
原
和
高

　

徳
川
光
圀
の
言
行
録
︵
和
文
︶。
元
禄
十
四
年
︵
一
七
〇
一
︶
は
光

圀
没
の
翌
年
。写
本
で
流
布
し
た
。別
名「
桃
源
遺
事
」。　
　
︵
白
石
良
夫
︶

和
語
連
珠
集
︵
わ
ご
れ
ん
じ
ゅ
し
ゅ
う
︶o0-8　

刊　

挙
扇
堂
静
栄
著

　

大
本
、
五
巻
五
冊
。
全
冊
後
補
題
簽
、「
和
語
連
珠
集
」
と
墨
書
。
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序
題
「
和
語
連
珠
集
」、
目
録
題
・
内
題
・
尾
題
・
版
心
題
と
も
に
「
和

語
連
珠
」。
内
題
下
に
、

　
　

城
南　

挙
扇
堂
静
栄
誌

と
あ
る︵
巻
一
の
み
︶。
和
及
門
の
俳
人
と
い
う
が
、伝
未
詳
。
序
文
末
、

　
　

宝
永
元
甲
申
年
洛
下
昌
陽
軒
序

奥
付
、

　
　

宝
永
元
甲
申
年
五
月
吉
旦
梓

　
　
　
　
　
　

高
辻
通
枡
之
馬
場
東
入
町

　
　
　
　
　
　
　

書
林　

中
村
孫
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
崎
忠
兵
衛

蔵
書
印
「
荻
府
学
校
」「
菴
蘿
園
」「
不
弐
之
印
」。

　

和
漢
の
故
事
を
諸
文
献
か
ら
抜
出
す
。
漢
字
片
仮
名
表
記
で
、
典
拠

と
し
た
文
献
名
を
明
記
す
る
。
中
国
の
類
書
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
分
類
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
白
石
良
夫
︶

花
紅
葉
都
咄
︵
は
な
も
み
じ
み
や
こ
ば
な
し
︶o0-11　

刊

　

半
紙
本
、三
巻
三
冊
。
原
題
簽「︿
火
用
心
﹀花
紅
葉
都
噺︵
咄
︶」、内
題
・

目
録
題
・
尾
題
「
花
紅
葉
都
咄
︵
噺
︶」、
版
心
題
「
都
咄
︵
噺
︶」。「
千

秋
老
人
」
か
ら
「
焦
燥
主
人
」
宛
て
の
口
上
に
見
立
て
た
序
文
あ
り
。

奥
付
、

　
　

天
明
八
年
戊
申
孟
冬　

　
　
　

江
戸
書
肆　

日
本
橋
室
町
三
丁
目　

須
原
屋
市
兵
衛

　
　
　

大
坂
書
林　

心
斎
橋
筋
北
久
太
郎
町
北
江
入　

河
内
屋
喜
兵
衛

　
　
　

京
都
書
房　

西
堀
川
高
辻
上
ル
町　

梶
川
七
郎
兵
衛

蔵
版
目
録
「
芸
香
堂
仮
名
物
蔵
板
目
録
」︵
梶
川
七
郎
兵
衛
︶
を
付
す
。

ま
た
、「
唐
土
奇
談　

全
部
五
冊
絵
入
り
」
と
い
う
広
告
も
付
す
。
蔵

書
印
「
曲
肘
亭
」。

　

天
明
八
年
︵
一
七
八
八
︶
正
月
晦
日
の
京
都
大
火
災
か
ら
迅
速
な
復

興
ま
で
を
、
挿
絵
を
豊
富
に
つ
か
っ
て
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
す
る
。
類
焼

の
次
第
や
被
害
状
況
、
町
の
風
説
な
ど
が
詳
し
く
書
か
れ
る
。
著
者
は

序
文
筆
者
の
千
秋
老
人
だ
ろ
う
が
、
実
名
は
不
明
。　
　
　
︵
白
石
良
夫
︶

和
学
知
辺
草
︵
わ
が
く
し
る
べ
ぐ
さ
︶o0-14　

写

　

大
本
、三
巻
三
冊
。
共
紙
表
紙
、仮
綴
じ
。
外
題
「
和
学
知
辺
艸
」︵
打

付
け
書
き
︶、
内
題
・
尾
題
「
和
学
知
辺
艸
」。
序
文
は
「
和
学
知
辺
艸

自
叙
」、
そ
の
文
末
に
、

　
　

寛
政
五
年
癸
丑
孟
春　

西
肥　

幽
林
舎
散
人
題

巻
末
に
は
、

　
　

寛
政
五
年
癸
丑
季
春
穀
旦　

西
肥
荻
城　
　

散
人
編
選

と
あ
る
。「
荻
城
」
の
あ
と
二
字
分
空
白
。
同
一
人
と
思
わ
れ
る
が
、

伝
未
詳
。
序
文
に
よ
っ
て
、
小
城
藩
士
、
寛
政
三
年
︵
一
七
九
一
︶
に

致
仕
し
た
由
の
み
窺
え
る
。

　

和
学
︵
日
本
学
︶
の
入
門
書
。
古
代
史
・
古
代
語
・
和
歌
・
神
道
な

ど
幅
広
い
知
識
を
扱
う
。
著
者
は
漢
学
の
素
養
を
も
ち
、
真
淵
系
統
の

新
し
い
古
学
に
も
理
解
を
示
す
。
他
に
伝
本
を
見
な
い
。　
︵
白
石
良
夫
︶

ほ
こ
り
た
た
き
︵
ほ
こ
り
た
た
き
︶o1-9　

刊

　

半
紙
本
、
一
冊
。
原
題
簽
に
「
孝
行
和
讃　

因
果
和
讃　

施
行
歌　

ホ
コ
リ
タ
ヽ
キ　

全
」
と
あ
り
、
そ
れ
ら
四
作
の
和
讃
を
収
め
る
。
各

作
の
内
題
と
そ
の
下
部
、
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孝
行
和
讃　

宣
契
上
人
作

　
　

因
果
和
讃　

■
■
︵
墨
格
︶

　
　

施
行
歌　

白
隠
禅
師
作

　
　

ほ
こ
り
た
ゝ
き　

白
隠
禅
師
作

巻
末
最
終
行
に
左
の
刊
記
あ
り
。

　
　

天
保
十
三
壬
寅
五
月　

伊
勢
国
引
接
寺
沙
門
法
龍
敬
刻

末
尾
に
「
ほ
こ
り
た
ゝ
き
は
童
な
ど
の
う
た
ひ
や
す
か
ら
し
め
ん
が
為

に
所
々
省
略
の
仮
名
を
記
し
置
ぬ
」
と
あ
る
。

　

宣
契
上
人
は
未
詳
。
白
隠
禅
師
︵
一
六
八
五
～
一
七
六
八
︶
は
駿
河

の
人
。
臨
済
宗
中
興
の
祖
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
白
石
良
夫
︶

宗
廟
法
諱
略
︵
そ
う
び
ょ
う
ほ
う
い
り
ゃ
く
︶o1-11　

刊

　

一
枚
。
袋
入
り
。
袋
の
表
に「
宗
廟
法
諱
略
」と
印
刷
。
末
尾
に「
限

百
枚
絶
板
禁
売
買
」
と
あ
る
。
歴
代
将
軍
と
そ
の
妻
妾
た
ち
の
法
諱
・

系
譜
・
没
年
月
日
・
墓
所
を
記
し
た
、
携
帯
用
の
簡
便
な
一
覧
表
。
将

軍
は
浚
明
院
︵
十
代
家
治
︶
を
最
後
と
す
る
。
も
っ
と
も
新
し
い
年
記

が
慈
徳
院
︵
一
橋
治
斉
内
室
︶
没
の
文
化
十
四
年
︵
一
八
一
七
︶
五
月

八
日
な
の
で
、
こ
の
年
後
半
か
ら
十
一
代
家
斉
が
没
す
る
天
保
十
二
年

︵
一
八
四
一
︶
の
あ
い
だ
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。

　

幕
府
と
の
儀
礼
上
の
交
際
の
た
め
に
、
諸
大
名
家
の
江
戸
留
守
居
役

な
ど
が
携
行
し
た
。
こ
の
種
の
も
の
は
頻
繁
に
製
作
さ
れ
多
く
刷
ら
れ

た
だ
ろ
う
が
、
日
常
業
務
の
実
用
必
需
品
の
ゆ
え
、
今
日
に
残
る
も
の

は
少
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
白
石
良
夫
︶

筆
記
周
易
本
義
︵
ひ
っ
き
し
ゅ
う
え
き
ほ
ん
ぎ
︶o1-21

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊　

中
村
惕
斎
著

　

大
本
、八
巻
八
冊
︵
巻
五
～
十
二
存
︶。
原
題
簽
「
筆
記
周
易
本
義
」、

内
題
・
尾
題
も
同
じ
、
版
心
題
「
筆
記
易
本
義
」。
内
題
下
、

　
　

平
安　

仲 

欽 

敬
甫
著

　
　

門
人
阿
州
増
田
謙
之
益
夫
校

首
尾
の
巻
を
欠
く
た
め
、
出
版
情
報
は
不
明
。
蔵
書
印
「
荻
府
学
校
」

︵
大
︶。

　

朱
熹
著
﹃
周
易
本
義
﹄
の
注
釈
。「
仲
欽
敬
甫
」
は
姓
中
村
、
惕
斎

と
号
す
。
名
は
之
欽
、
字
は
敬
甫
。
京
都
の
朱
子
学
者
︵
一
六
二
九
～

一
七
〇
二
︶。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
白
石
良
夫
︶

四
書
訓
蒙
輯
疏
︵
し
し
ょ
く
ん
も
う
し
ゅ
う
そ
︶o1-32,o1-33

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊　

安
部
井
帽
山
著

　

半
紙
本
、
六
巻
六
冊
。
巻
六
・
八
・
九
・
十
一
・
十
四
・
十
五
が
存
。
原

題
簽
に
「
四
書
輯
疏　

論
語
一
︵
～
十
︶　

六
︵
～
十
五
︶」。﹃
四
書
訓

蒙
輯
疏
﹄
の
う
ち
「
論
語
」
部
︵
巻
六
～
十
五
︶。
内
題
「
四
書
訓
蒙

輯
疏
巻
之
六
︵
～
十
五
︶」、
柱
刻
に
は
上
部
に
「
四
書
輯
疏
」
と
あ
っ

て
、
そ
の
下
に
「
論
語
序
説
︵
～
堯
曰
︶」
と
あ
る
。
内
題
下
「
後
学

会
津
安
褧
著
」。
蔵
書
印
「
楳
崎
光
信
」「
士
葆
」。
一
部
に
落
丁
あ
り
。

な
お
、
小
城
鍋
島
文
庫
目
録
で
は
二
部
に
扱
わ
れ
る
が
、
こ
の
六
冊
で

一
揃
い
で
あ
る
。

　

著
者
の
「
会
津
安
褧
」
は
安
部
井
帽
山
︵
一
七
七
八
～
一
八
四
五
︶、

会
津
藩
の
儒
者
、
褧
は
そ
の
名
、
別
号
芝
浦
。
古
賀
精
里
に
学
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
︵
白
石
良
夫
︶
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四
書
訓
蒙
輯
疏
︵
し
し
ょ
く
ん
も
う
し
ゅ
う
そ
︶o1-34

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊　

安
部
井
帽
山
著

　

半
紙
本
、
二
巻
二
冊
︵
巻
一
・
二
存
︶。
原
題
簽
剥
落
。﹃
四
書
訓
蒙

輯
疏
﹄
の
う
ち
「
大
学
」
部
。
内
題
「
四
書
訓
蒙
輯
疏
巻
之
一
︵
～
二
︶」、

柱
刻
に
は
上
部
に
「
四
書
輯
疏
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
下
に
「
大
学
章
句

序
」
ま
た
「
大
学
」
と
あ
る
。
内
題
下
は
前
掲
書
に
同
じ
。
蔵
書
印
な

し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
白
石
良
夫
︶

韓
子
解
詁
︵
か
ん
し
か
い
こ
︶o1-39　

刊　

津
田
鳳
卿
著

　

大
本
、
十
一
巻
五
冊
︵
巻
十
一
～
二
十
一
存
︶。
残
存
す
る
原
題
簽

に
「
韓
非
子
解
詁
全
書
」
と
あ
り
。
内
題
・
尾
題
は
「
韓
子
解
詁
」、

版
心
題
は
「
新
刊
韓
非
子
解
詁
」。
内
題
下
の
著
者
署
名
は
、

　
　

加
賀
国
臣　

津
田
鳳
卿
邦
儀
甫
述

そ
の
左
に
筆
録
者
あ
る
い
は
校
訂
者
の
名
を
付
す
が
、
氏
名
は
巻

に
よ
っ
て
異
な
る
。「
門
人
越
中
山
内
鈍
君
齢
甫
録
」︵
巻
十
一
～

十
五
・
十
九
︶、「
門
人
越
中
山
内
鈍
君
齢
甫
／
岡
田
元
達
甫
仝
録
」︵
巻

十
六
︶、「
平
維
貞
履
信
甫
／
山
内
鈍
君
齢
甫
仝
録
」︵
巻
十
七
︶、「
門

人
越
中
山
内
鈍
君
齢
甫
／
金
沢
市
島
敬
之
維
顕
仝
録
」︵
巻
十
八
︶、「
門

人
越
中
山
内
鈍
君
齢
甫
録
／
金
沢
市
島
敬
之
維
顕
校
」︵
巻
二
十
︶。
ま

た
、
巻
十
一
末
・
巻
十
三
末
・
巻
二
十
末
に
浄
書
者
「
金
沢
寛
季
容
書
」

の
名
あ
り
。
欄
外
に
本
文
校
異
を
注
記
す
る
。

　

巻
二
十
一
は
付
録
、
史
記
な
ど
か
ら
韓
非
関
連
の
記
事
を
引
用
す

る
。
該
書
は
明
治
期
の
後
刷
本
。
蔵
書
印
「
長
崎
県
小
城
中
学
校
印
」。

　

津
田
鳳
卿
︵
一
七
七
九
～
一
八
四
七
︶
は
加
賀
藩
士
。
書
物
奉
行
な

ど
を
務
め
る
。
邦
儀
は
字
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
白
石
良
夫
︶

鼇
頭
古
事
記
︵
ご
う
と
う
こ
じ
き
︶o211-16　

刊　

出
口
延
佳
校
訂

　

大
本
、
三
巻
三
冊
。
原
題
簽
「︿
延
佳
神
主
校
正
﹀
鼇
頭
古
事
記
」。

内
題
・
尾
題
「
古
事
記
」。
校
訂
者
の
跋
文
、
そ
の
末
に
、

　
　

貞
享
四
年
二
月
二
十
九
日

　
　
　
　

豊
受
皇
太
神
宮
権
祢
宜
正
四
位
下
度
会
神
主
延
佳

と
あ
る
。
該
書
は
京
都
文
昌
堂
︵
永
田
調
兵
衛
︶
の
蔵
版
目
録
を
付
す

後
刷
本
。
蔵
書
印
「
荻
黌
蔵
書
」。

　

頭
注
形
式
の
最
初
の
古
事
記
本
文
。
中
冊
と
下
冊
に
古
本
の
奥
書
を

版
刻
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
白
石
良
夫
︶

伊
勢
物
語
闕
疑
抄
︵
い
せ
も
の
が
た
り
け
つ
ぎ
し
ょ
う
︶o91-2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊　

細
川
幽
斎
著

　

大
本
、五
巻
二
冊
。
表
紙
外
題
「
闕
疑
抄
」︵
後
補
題
簽
︶、内
題
「
闕

疑
抄
」。
版
心
題
「
闕
疑
」。
巻
末
に
自
跋
に
は
、

此
物
語
の
抄
出
年
来
あ
ら
ま
し
な
が
ら
花ク

ワ
イ夷

の
い
と
ま
な
く
て
空ム

ナ
シ

く
過
侍
る
に
此
頃
八
条ノ

宮
講カ

ウ
ド
ク読

つ
か
う
ま
つ
る
べ
き
よ
し
か
し
こ

き
仰
ご
と
を
た
ひ
〳
〵
う
け
給
は
り
侍
る
に
よ
て
も
と
よ
り
の
心

さ
し
も
し
き
り
に
催モ

ヨ
ホ

さ
れ
つ
ゝ
三
光
院ノ

内タ
イ
フ府

そ
の
か
み
し
る
よ
し

し
は
へ
り
し
長
岡ヲ

カ

と
い
ふ
所
に
て
御
講カ

ウ
シ
ヤ
ク尺

有
し
聞キ

ヽ

書カ
キ

残
り
と
ゝ
ま

り
し
を
み
出
て
侍
る
其
お
り
の
厳ゴ

ン
メ
イ命

に
予ヨ

が
外グ

ワ
イ

祖ソ

父ノ

環ク
ワ
ン
ス
イ
ケ
ン
ソ
ウ
コ
ウ

翠
軒
宗
尤

逍セ
ウ
ヨ
ウ
イ
ン

遙
院
殿
へ
聴チ

ヤ
ウ
モ
ン聞

せ
し
を
惟イ

セ
イ清

抄
と
名
付ケ

侍
り
し
即

ス
ナ
ハ
チ

其
趣

ヲ
モ
ム
キを

も
て

有ユ
ウ
ヨ
フ
ソ
ク

余
不
足
を
わ
き
ま
へ
よ
と
は
ん
へ
り
し
か
は
愚ヲ

ロ
カ

な
る
心
に
か
た

の
や
う
に
ひ
き
あ
は
せ
て
し
る
し
つ
け
侍
る
抑
此
講カ

ウ
ギ
エ
ウ
ン
イ
ン
ト
ノ

義
恵
雲
院
殿

大
覚
寺ノ

准ジ
ユ
ン
コ
ウ
ギ
シ
ユ
ン
シ
ヤ
ウ
ゴ
ン
イ
ン
ノ
ジ
ユ
ン
コ
ウ
ダ
ウ
ソ
ウ

后
義
俊
聖
護
院
准
后
道
贈
其ノ

外
宗
養
紹ゼ

ウ
ハ巴

な
ど
に
い

た
り
て
う
け
給
は
り
を
よ
ひ
し
を
初
と
し
て
愚グ

ケ
ン
セ
ウ
モ
ン

見
肖
聞
等
の
諸シ

ヨ
セ
ウ抄
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を
あ
は
せ
御
説
の
儀
に
随シ

タ
ガ

ひ
て
是
を
用ヨ

ウ
シ
ヤ捨

せ
し
む
論ロ

ン
コ語

に
多ク

聞テ

闕カ
イ
テ㆑

疑ウ
タ
カ
ハ
シ
キ
ヲ
ツ
ツ
シ
ン
テ
イ
フ

慎

言
二

其ノ

余
ア
マ
リ
ヲ

一
則チ

寡
ス
ク
ナ
シ㆑

尤ア
ヤ
マ
チと

い
へ
り
よ
て
闕ケ

ツ
ギ疑

を
も
て
此

抄
出
の
名
と
す
其
心
あ
ま
れ
り
や
た
ら
す
や
と
い
ふ
べ
き
も
の
歟か

干

時
文
緑
五
年
仲
春
十
五
日
に
是
を
お
ふ
る
も
の
な
り
。法

印
玄
旨
在
判

と
、
成
立
の
経
緯
、
書
名
の
由
来
、
成
立
年
時
等
が
示
さ
れ
る
。「
法

印
玄
旨
」
は
細
川
幽
斎
の
こ
と
。
識
語
が
、

此ノ

闕ケ
ツ
キ疑

抄セ
ウ
ハ

幽ユ
ウ
サ
イ斎

老ラ
ウ
シ
ン
サ
ク

新
作
之
所
也
旨シ

シ
ユ趣

見
ア
ラ
ハ
ル二

奥
書ニ
一
予ヨ

又
被

ラ
ル
ヽ

㆑
草セ

之

時
侍

ハ
ン
ヘ
ル二

几キ
カ
ニ下

一
仍テ
被ラ

㆑
二

免メ
ン
キ
ヨ
セ許

一
書
写ス
深
秘シ

テ
二

函
底

テ
イ
ニ

一

莫ナ
キ

㆑

出ス
コ
ト

二

窓ソ
ウ
ク
ワ
イ外

一

耳ヲ
ノ
ミ

慶
長
第
二
孟
冬
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

   

也
足
叟
素
然
在
判

と
刷
ら
れ
て
い
る
。「
也
足
叟
素
然
」
は
中
院
通
勝
。
奥
付
は
、

寛
文
八
戊
申
年
初
冬
吉
日　

寺
町
二
条
下
丁　

中
村
五
兵
衛

と
あ
る
。
蔵
書
印
「
曲
肘
亭
」。
一
冊
目
に
巻
一
～
二
。
二
冊
目
に
巻

三
～
五
。
本
文
と
注
に
は
朱
点
、
朱
合
点
、
朱
の
濁
点
、
墨
の
書
入
な

ど
が
、
全
体
に
わ
た
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
。

　

細
川
幽
斎
に
よ
る
﹃
伊
勢
物
語
﹄
の
注
釈
書
。
江
戸
時
代
に
は
刊
本

で
広
く
流
布
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

(
沼
尻
利
通)

︹
参
考
︺
大
津
有
一
「
細
川
幽
斎
と
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
」︵﹃
伊
勢
物
語
古
註

の
研

究
﹄
石
川
国
文
学
会
、
一
九
五
四
年
︶

伊
勢
物
語
闕
疑
抄
︵
い
せ
も
の
が
た
り
け
つ
ぎ
し
ょ
う
︶o91-3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊　

細
川
幽
斎
著

　

大
本
、二
巻
二
冊(

巻
二
、三
の
み
存)

。
表
紙
外
題
「
闕
疑
抄
」︵
後

補
題
簽
︶、内
題「
闕
疑
抄
」。
版
心
題「
闕
疑
」。
蔵
書
印
な
し
。
該
書
は
、

o91-02

の
寛
文
八
年
︵
一
六
六
八
︶
中
村
五
兵
衛
版
と
は
、
匡
郭
の
大

き
さ
な
ど
が
微
妙
に
異
な
る
。
墨
の
書
入
れ
あ
り
。　
　
　

(

沼
尻
利
通)

源
氏
抜
書
︵
げ
ん
じ
ぬ
き
が
き
︶o91-8　

写

　

大
本
、
一
冊
。
表
紙
外
題
「
源
氏
抜
書　

全
」
と
打
付
け
書
き
。
奥

書
、
蔵
書
印
な
し
。

　
﹃
源
氏
物
語
﹄
各
巻
の
本
文
を
、
部
分
的
に
抜
書
き
し
た
も
の
。
抜

書
き
は
長
く
な
く
、
本
文
の
気
に
な
っ
た
フ
レ
ー
ズ
を
書
き
抜
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
該
書
で
は
、
澪
標
巻
を
「
水
衝
石
」
と
す
る
。
こ

の
「
水
衝
石
」
の
巻
名
表
記
は
、﹃
万
水
一
露
﹄
と
﹃
源
氏
物
語
﹄
の

い
わ
ゆ
る
無
跋
無
刊
記
整
版
本
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
。
本
書
は
﹃
万

水
一
露
﹄
か
無
跋
無
刊
記
整
版
本
に
よ
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
全

巻
の
抜
書
き
で
は
な
く
、鈴
虫
巻
だ
け
は
抜
書
き
が
な
い
。(

沼
尻
利
通)

源
氏
小
鏡
︵
げ
ん
じ
こ
か
が
み
︶o91-11　

写

　

大
本
、
三
巻
三
冊
。
表
紙
外
題
「
源
氏
小
鏡
」。
奥
書
、
識
語
な
し
。

蔵
書
印
「
曲
肘
亭
」「
叢
桂
館
蔵
」。
該
書
の
巻
頭
の
目
録
に
よ
る
と
、

上
巻
の
目
録
は
、
桐
壺
巻
か
ら
薄
雲
巻
、
中
巻
の
目
録
は
乙
女
巻
か
ら

匂
宮
巻
、
下
巻
の
目
録
は
橋
姫
巻
か
ら
夢
浮
橋
巻
、
を
お
さ
め
て
い
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
上
巻
は
桐
壺
巻
か
ら
朝

顔
巻
、
中
巻
は
乙
女
巻
か
ら
紅
梅
巻
、
竹
河
巻
、
下
巻
は
橋
姫
巻
か
ら

夢
浮
橋
巻
ま
で
が
お
さ
め
ら
れ
る
。

　
﹃
源
氏
物
語
﹄
の
梗
概
書
。
伊
井
春
樹
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
小
城
鍋

島
文
庫
本
は
第
二
系
統
本
︵
改
訂
本
系
︶
の
第
三
類
本
に
分
類
さ
れ
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

沼
尻
利
通)
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︹
参
考
︺
伊
井
春
樹
「﹃
源
氏
小
鏡
﹄
の
諸
本
︱
そ
の
成
長
の
諸
相
」︵﹃
源
氏
物
語

注
釈
史
の
研
究　

室
町
前
期
﹄
桜
楓
社
、
一
九
八
〇
年
︶

紫
式
部
日
記
傍
註
︵
む
ら
さ
き
し
き
ぶ
に
っ
き
ぼ
う
ち
ゅ
う
︶o94-15

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊　

壺
井
義
知
著

　

大
本
、一
巻
一
冊(

下
巻
欠
。
上
巻
途
中
で
欠
落)

。
表
紙
外
題
「
紫

式
部
日
記
傍
註
」︵
原
題
簽
︶、内
題
「
紫
式
部
日
記
傍
註
」、版
心
題
「
紫

式
部
日
記
傍
註
」。
蔵
書
印
「
墨
田
蔵
書
」。

　

序
文
は
、

世
之
称ス

ル二

才
女ト
一

者
。
不
㆑
為
㆑
不ト
㆑
多
。
而
漢ノ

曺
大
家
。
踵
二

謹
書ヲ

於
東
㆑
観ニ
一
。
博
学
高
才
。
古
今
伝
焉
。

本
邦
亦
不シ

テ㆑
乏
其
人ニ
一
。
而
紫
式
部
特ニ

知ラ
ル㆑

名ヲ

。
所
㆑
著
日
記
一
巻
。
文

約ニ

詞
達ス

。亦
可
㆑
見
二

其
一
斑ヲ
一
。壺
井
鶴
翁
。多
年
捜
索
。得
二

善
本ヲ
一
。

難
㆑
読
者ハ

慎シ
㆑
字ヲ

。
難
㆑
解シ

者ハ

標シ
㆑
注ヲ

。
参
考
校
正
。
使
二
㆑
人ヲ

易
一
㆑
曉
。

乞
二

余カ

一
語ヲ
一
。
因
二

記テ

歳
月ヲ
一
。
以
還
㆑
之ヲ

云

享
保
己
酉
之
歳　
　

藤
原
隆
英
序

と
あ
る
。「
壺
井
鶴
翁
」
は
壺
井
義
知
の
こ
と
。
三
十
一
丁
ま
で
残
存
。

の
こ
り
の
五
丁
は
な
い
。
綴
糸
は
切
れ
、
裏
表
紙
を
欠
く
。
佐
賀
大

学
受
入
時
に
、
現
在
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
最
終
丁
の

三
十
一
丁
裏
に
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
の
受
け
入
れ
印
が
お
さ
れ
て
い

る
。

　

壺
井
義
知
に
よ
る
﹃
紫
式
部
日
記
﹄
の
注
釈
書
。
ま
と
ま
っ
た
﹃
紫

式
部
日
記
﹄の
注
釈
書
と
し
て
は
嚆
矢
と
な
る
。　
　
　
　

 (

沼
尻
利
通)

無
名
抄
︵
む
み
ょ
う
し
ょ
う
︶o951-5　

刊　

鴨
長
明
著

　

大
本
、
二
巻
二
冊
。
後
補
題
簽
「
無
名
抄 

乾
︵
坤
︶」︵
墨
書
︶、
内

題
「
無
名
抄
」、目
録
題
「
無
名
抄
目
録
上
︵
下
︶」。
序
文
・
跋
文
な
し
。

蔵
書
印
「
荻
府
学
校
」。
奥
付
、

　
　

鴨
長
明
抄
云
　々
　
　
　
　
　
　

婦
屋
仁
兵
衛

　
　
　

本
云
元
享
二
二
年
五
月
十
八
日
於
久
我
殿

　

鴨
長
明
に
よ
る
歌
学
・
歌
論
書
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
日
高
愛
子
︶

和
歌
俗
説
弁
︵
わ
か
ぞ
く
せ
つ
べ
ん
︶o951-24　

刊　

　

半
紙
本
、
三
巻
三
冊
。
原
題
簽
剥
落
。
表
紙
中
央
に
後
補
書
き
題
簽

「︿
絵
入
﹀
和
歌
俗
説
弁
」。
内
題
・
序
題
・
尾
題
い
ず
れ
も
「
和
歌
俗

説
弁
」。
版
心
は
丁
付
け
の
み
。
無
署
名
・
無
年
記
の
序
文
あ
り
。
蔵

書
印
「
曲
肘
亭
」。
奥
付
、

　
　

正
徳
二
年
壬
辰
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

京
寺
町
松
原
上
ル
町

　
　
　
　
　
　
　
　

菱
屋
四
郎
右
衛
門
板
行

　
「
神
代
も
き
か
ず
の
事
」「
世
を
う
ぢ
山
の
事
」
な
ど
三
十
四
項
目
の

歌
句
︵
八
代
集
、
主
と
し
て
百
人
一
首
︶
に
つ
い
て
、
あ
る
注
釈
︵
俗

説
︶
を
取
り
上
げ
て
そ
れ
を
批
判
す
る
と
い
う
形
で
展
開
す
る
。
著
者

は
明
記
さ
れ
な
い
が
、「
宵
雨
軒
」
な
る
人
物
の
言
説
を
も
と
に
ま
と

め
ら
れ
た
と
す
る
︵
序
文
︶。
宵
雨
軒
は
浮
世
草
子
作
家
の
月
尋
堂
か
。

書
名
は
井
沢
蟠
龍
の「
俗
説
弁
」か
ら
拝
借
し
た
か
。　
　
　
︵
白
石
良
夫
︶

︹
参
考
︺
藤
原
英
城
「
月
尋
堂
の
歌
学
書
﹃
和
歌
俗
説
辨
﹄
︱
翻
刻
と
解
題
」︵
京

都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文
六
十
四
号　

二
〇
一
二
年
十
二
月
︶
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三
翁
和
歌
永
言
集
︵
さ
ん
お
う
わ
か
え
い
げ
ん
し
ゅ
う
︶o953-10　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊　

元
翠
編

　

半
紙
本
、十
巻
二
冊
。
刷
題
簽
「︿
新
板
絵
入
﹀
三
翁
和
歌
永
言
集
」、

内
題
「
三
翁
和
歌
永
言
集
」、
版
心
題
「
永
言
」。
序
文
末
に
、

　
　

時
に
元
禄
十
五
年
の
秋
む
さ
し
の
ゝ

　
　

露
ふ
か
き
芝
録
山
の
下
に
す
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

甘
蔗
氏
元
翠
序

奥
付
、

　
　

元
禄
十
五
壬
午
年　

十
二
月
望
日

　
　
　
　
　
　
　
　

玉
屋
次
郎
兵
衛
寿
梓

目
録
・
跋
文
な
し
。
挿
絵
入
り
。
蔵
書
印
「
曲
肘
亭
」「
叢
桂
館
蔵
」。

　

中
院
通
茂
門
下
で
あ
る
京
極
高
門
、
正
隆
、
永
悦
の
歌
集
。
版
本
は
、

五
丁
裏
の
末
尾
︵
永
悦
の
歌
︶
は
詞
書
の
み
で
歌
が
な
い
。
該
書
で
は

六
丁
表
の
挿
絵
部
分
に
「
い
つ
と
な
き
富
士
の
み
雪
の
麓
に
も
萌
て
時

し
る
春
の
早
蕨
」
と
刷
ら
れ
た
附
箋
を
貼
付
し
、歌
が
補
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   ︵
日
高
愛
子
︶

︹
参
考
︺﹃
近
世
和
歌
撰
集
集
成 

地
下
編
﹄︵
上
野
洋
三
編　

一
九
八
五
年
︶、﹃
和

歌
文
学
大
辞
典
﹄「
三
翁
和
歌
永
言
集
」︵
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

二
〇
一
四
年
︶

歌
林
尾
花
末
︵
か
り
ん
お
ば
な
が
す
え
︶o953-11　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊　

江
民
軒
梅
之
・
梅
柳
軒
水
之
編

　

半
紙
本
、
百
巻
五
冊
。
刷
題
簽
「
歌
林
尾
花
末
」、
内
題
「
五
社
奉

納
和
歌
」、
尾
題
「
五
社
奉
納
和
歌
」。
各
冊
巻
頭
に
口
絵
あ
り
。
第
一

冊
、
無
記
名
の
梅
柳
軒
水
之
自
序
。
内
題
下
に
、

　
　

植
山
検
校
江
民
軒
梅
之

　
　

高
弟
梅
柳
軒
水
之　
　

拾
之

　
　
　
　
　
　
　
　

助
業　

永
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
之

　
　
　
　
　
　

書
之
行
事　

求
之

跋
文
に
「
江
民
軒
梅
之
拝
上
」
と
あ
り
。
奥
付
、

　
　

元
禄
十
六
年

　
　
　
　

癸
未
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　

江
戸
四
谷
竹
町
平
野
屋
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　

江
戸
日
本
橋
通
壹
町
目
須
原
屋
茂
兵
衛　

蔵
板

巻
末
の
跋
に
、

　
　

元
禄
壬
午
季
春
武
州
豊
島
郡

　
　

黄
龍
山

　
　

泰
雲
禅
寺
中
奥
開
山
了
然
総
書

　
　

于
得
髄
室

　
　
　
　
　
「
元
総
之
印
」︵
陰
刻
印
︶

蔵
書
印
「
曲
肘
亭
」「
叢
桂
館
蔵
」。

　

住
吉
・
玉
津
島
・
北
野
・
明
石
・
江
ノ
島
の
五
社
に
奉
納
さ
れ
た
、

武
家
歌
人
を
中
心
に
撰
し
た
歌
集
。          　

                       ︵
日
高
愛
子
︶

和
歌
継
塵
集
︵
わ
か
け
い
じ
ん
し
ゅ
う
︶o953-12　

刊　

坂
常
惇
編

　

半
紙
本
、
十
二
巻
五
冊
。
後
補
題
簽
「
和
歌
継
塵
集
」︵
墨
書
︶、
内

題
「
和
歌
継
塵
集
」︵
第
五
冊
巻
頭
内
題
欠
︶、跋
題
「
跋
和
歌
継
塵
集
」。

挿
絵
あ
り
。
序
文
な
し
。
第
五
冊
末
に
「
作
者
大
概
目
録
」
を
付
す
。

奥
付
、

　
　

宝
永
七
庚
寅
年
正
月
吉
旦
梓
行
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帝
都 

御
書
物
所
出
雲
寺
和
泉
掾

第
一
冊
、
後
表
紙
に
薄
墨
で
、

わ
れ
と
ゆ
ふ
わ
れ
を
し
ら
さ
る
わ
れ
な
れ
は
わ
れ
し
ら
す
共
お
も

は
ぬ
は
わ
れ

わ
れ
を
お
も
ふ
の
一
ね
ん
よ
り
い
ろ
〳
〵
の
あ
く
ね
ん
す
る
□

⎝
欠
損
⎠

と
書
か
れ
る
。

　

近
世
中
期
の
地
下
歌
人
の
和
歌
を
四
季
・
哀
傷
・
羇
旅
・
恋
・
雑
・

神
祇
・
賀
に
部
立
し
て
撰
し
た
歌
集
。    　

                         ︵
日
高
愛
子
︶

松
廼
志
都
久
︵
ま
つ
の
し
ず
く
︶o954-24　

写　

静
明
院
詠

　

大
本
、
十
冊
。
原
題
簽
「
松
廼
志
都
久
」︵
墨
書
︶、
内
題
「
静
明
院

殿
御
遺
草
」︵
第
一
冊
︶「
静
明
院
殿
御
遺
詠
」︵
第
二
冊
︶。
春
部
・
夏
部
・

月
和
歌
秋
之
部
・
紅
葉
部
・
冬
部
・
松
部
・
月
部
・
神
祇
部
・
雑
部
の

構
成
か
ら
成
り
、
巻
末
に
「
享
和
三
亥
十
一
月
十
九
日 

御
祭
之
和
歌
」

を
配
す
。
第
八
冊
「
冬
部
」
の
前
に
「
紅
葉
和
歌
」
と
題
し
、
別
料
紙

に
記
し
た
和
歌
が
合
綴
さ
れ
る
。
序
文
・
跋
文
な
し
。
蔵
書
印
な
し
。

　

鍋
島
直
愈
の
母
静
明
院
︵
松
子
︶
の
遺
草
集
。
編
者
は
未
詳
。
空
白

等
が
多
く
あ
り
、未
完
本
と
思
わ
れ
る
。        　

                     ︵
日
高
愛
子
︶

景
物
詩
︵
け
い
ぶ
つ
し
︶o97-9　

写  

鍋
島
直
能
作

　

大
本
、
一
冊
。
原
装
表
紙
。
題
簽
な
し
。
表
紙
中
央
に
打
付
け
墨
書

き
「︹
景
物
詩
︺」。
表
紙
左
肩
に
小
さ
く
墨
書
き
「
海
外
ハ
コ
レ
歟
」、

さ
ら
に
そ
の
右
に
大
き
く
墨
書
き
「
海
外
ハ
外
ナ
シ
是
歟
」。
序
跋
・

目
録
・
奥
書
等
な
し
。
蔵
書
印
「
藤
」「
荻
府
学
校
」。

　

漢
詩
集
。
鍋
島
直
能
自
筆
。
参
勤
交
代
の
道
中
作
を
清
書
し
た
も
の
。

詩
題
は
「
富
士
山
」「
登
西
山
」「
遊
石
山
寺
」「
過
清
水
寺
」
等
。

　

表
紙
の
「
海
外
ハ
外
ナ
シ
是
歟
」
等
の
書
込
み
に
つ
い
て
。
現
存
す

る
天
保
十
四
年
︵
一
八
四
三
︶
と
嘉
永
元
年
︵
一
八
四
八
︶
の
﹃
御
蔵

書
目
録
﹄
は
い
ず
れ
も
「
海
外　

一
冊
」
を
載
せ
て
お
り
、
お
そ
ら
く

そ
の
後
の
書
物
点
検
で
、
こ
の
書
籍
以
外
、
該
当
す
る
書
籍
が
見
あ
た

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
書
込
み
が
な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

︵
中
尾
友
香
梨
︶

桜
岡
詩
歌
︵
お
う
こ
う
し
い
か
︶o97-10　

写　

鍋
島
直
能
編

　

大
本
、
一
冊
。
原
装
表
紙
。
題
簽
な
し
。
表
紙
左
肩
に
打
付
け
墨
書

き
「
桜
岡
詩
歌
」。
序
跋
・
目
録
・
奥
書
等
な
し
。
蔵
書
印
「
荻
府
学
校
」。

　

小
城
の
桜
岡
を
詠
ん
だ
漢
詩
文
・
和
歌
を
収
録
。
巻
子
本
の
写
し
と

見
ら
れ
る
。
同
じ
趣
向
の
詩
歌
集
に
﹃
八
重
一
重
﹄︵o97-05

︶
が
あ
り
、

後
者
が
京
都
の
公
家
衆
と
江
戸
の
林
門
に
よ
る
作
品
集
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
該
書
は
直
能
本
人
と
家
臣
の
作
品
が
中
心
。「
換
鵞
亭
」
と
題

す
る
漢
文
末
に
、

　
　

寛
文
丙
午
初
秋
援
毫
於
桜
岡
館　

楽
山

と
あ
り
、寛
文
六
年
︵
一
六
六
六
︶
頃
の
成
立
と
推
測
さ
れ
る
。「
楽
山
」

は
直
能
の
別
号
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
「
宿
花
散
人
」
等
の
別
号
も
該
書

の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。             　
　

                           ︵
中
尾
友
香
梨
︶

桜
町
院
卿
臣
う
た
︵
さ
く
ら
ま
ち
い
ん
き
ょ
う
し
ん
う
た
︶o97-11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写　

職
仁
親
王
・
音
仁
親
王
詠

　

中
本
、
一
冊
。
原
装
表
紙
。
左
肩
に
原
題
簽
あ
る
も
、
文
字
が
か
す

れ
て
一
部
判
読
困
難
。
原
題
簽
の
右
側
に
墨
書
き
後
補
題
簽
「
桜
町
院
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卿
臣
う
た
」。
目
録
・
跋
文
・
奥
書
等
な
し
。
蔵
書
印
「
曲
肘
亭
」「
叢

桂
館
蔵
」。

　

巻
頭
に
、

寛
延
四
年
辛
未
四
月
廿
三
日
、
奉
期
桜
町
院
之
小
祥
。
忽
驚
月
如

流
水
、
遥
思
往
事
去
不
還
。
夙
夜
只
小
心
哀
慕
、
猶
不
寧
。
今
以

南
無
大
日
覚
王
之
字
、
斯
為
十
首
之
冠
、
蓋
聊
述
薄
譾
之
懐
耳
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
務
卿
職
仁
親
王

と
あ
り
、「
な
・
む
・
た
・
い
・
に
・
ち
・
か
・
く
・
お
・
う
」︵
南
無

大
日
覚
王
︶
の
文
字
で
始
ま
る
和
歌
十
首
を
収
め
る
。

　

続
い
て
、

寛
延
四
年
孟
夏
下
三
、
嗚
呼
、
日
月
不
居
、
卒
正
当
桜
町
院
聖
期
。

故
感
傷
無
窮
、
慕
涕
難
止
。
謹
繕
写
一
巻
、
誠
取
普
門
品
之
号
為

五
首
之
冠
。
是
乃
嗟
嘆
之
餘
、
聊
述
拙
陋
之
志
奉
献
云
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
陸
大
守
音
仁
親
王

と
あ
り
、「
ふ
・
も
・
む
・
ほ
・
む
」︵
普
門
品
︶
の
文
字
で
始
ま
る
和

歌
五
首
を
収
め
る
。

　

桜
町
天
皇
の
一
周
忌
を
記
念
す
る
職
仁
親
王
と
音
仁
親
王
の
歌
集
。

 ︵
中
尾
友
香
梨
︶

名
月
の
詩
歌
︵
め
い
げ
つ
の
し
い
か
︶o97-12　

写　

松
平
定
信
編
か

　

大
本
、
一
冊
。
共
紙
表
紙
。
題
簽
な
し
。
表
紙
中
央
に
打
付
け
墨
書

き
「
名
月
の
詩
歌
」、
右
側
に
「
寛
政
三
亥
歳
八
月
依
仰
命
述
作
之
」、

左
下
に
「
薬
王
寺
扣
」。
序
跋
・
奥
書
等
な
し
。
詠
者
目
録
あ
り
。
蔵

書
印
な
し
。

　
「
良
夜
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
詩
歌
集
。
詠
者
は
、
松
平
定
信
を
は
じ

め
と
す
る
幕
閣
や
高
級
旗
本
二
十
八
名
。
将
軍
家
斉
の
命
に
よ
り
、
定

信
が
編
纂
し
た
か
。 　
　
　
　
　

     　

                            ︵
中
尾
友
香
梨
︶

寿
章
︵
じ
ゅ
し
ょ
う
︶o97-13　

写

　

大
本
、
一
冊
。
共
紙
表
紙
。
題
簽
な
し
。
表
紙
中
央
に
打
付
け
墨
書

き
「
寿
章
」、
右
側
に
「
寛
政
四
壬
子
冬
十
一
月
五
日
」。
目
録
・
奥
書

等
な
し
。
蔵
書
印
な
し
。

　

京
都
の
公
家
衆
と
小
城
藩
士
た
ち
に
よ
る
寿
歌
、
寿
詩
文
を
収
め

る
。
平
国
作
「
奉
寿
君
大
夫
人
六
十
初
度
序
」
に
、

寛
政
壬
子
之
冬
十
一
月
庚
子
、
当
我
君
大
夫
人
六
十
初
度
之
辰
。

公
固
存
懼
喜
之
孝
、
於
是
開
筵
於
西
岡
、
恭
祝
無
疆
之
寿
、
且
使

群
臣
陪
其
席
。︵
中
略
︶
夫
君
大
夫
人
、
京
師
之
生
、
而
朝
紳
之

女
也
。︵
後
略
︶

と
あ
り
、
ま
た
末
尾
を
飾
る
式
部
大
輔
為
徳
卿
の
漢
詩
に
は
、「
詠
春

松
、
賀
鍋
島
加
賀
守
大
孺
人
」
と
い
う
題
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
小
城

藩
第
六
大
藩
主
・
鍋
島
直
員
︵
加
賀
守
︶
の
正
室
で
、
五
条
為
範
の
娘

で
あ
り
、
直
嵩
と
直
愈
の
母
で
あ
る
松
子
︵
静
明
院
︶
の
還
暦
を
祝
う

詩
歌
集
と
判
断
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
中
尾
友
香
梨
︶

草
稿
︵
そ
う
こ
う
︶o97-14　

写

　

大
本
、
一
冊
。
共
紙
表
紙
。
題
簽
な
し
。
表
紙
左
肩
に
打
付
け
墨
書

き
「
草
稿
︹
詩
集
︺」、
中
央
に
「
謹
呈　

草
稿
」。
序
跋
・
目
録
・
奥

書
等
な
し
。
蔵
書
印
な
し
。

　

漢
詩
集
。
詩
題
に
「
恭
奉
送
閣
下
東
上
」︵
園
田
寛
︶、「
和
井
南
涯

之
韻
、
奉
送
公
東
覲
」︵
太
田
魯
︶
等
と
あ
り
、
参
勤
交
代
で
江
戸
に
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上
る
藩
主
を
見
送
る
藩
士
た
ち
の
送
別
詩
集
。
江
戸
後
期
の
成
立
か
。

 ︵
中
尾
友
香
梨
︶

詩
集
︵
し
し
ゅ
う
︶o97-15　

写　

鍋
島
直
愈
作
か

　

大
本
、一
冊
。
原
装
表
紙
。
題
簽
な
し
。
表
紙
中
央
に
鉛
筆
書
き「
詩

集
︹
謝
友
人
贈
梅
花
得
真
韻
︺」。
序
跋
・
目
録
・
奥
書
等
な
し
。
蔵
書

印
「
松
平
愈
朗
」「
温
郷
」。

　

漢
詩
集
。
所
収
作
品
の
詩
題
に
「
壬
寅
歳
旦
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
文
学
研
究
資
料
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
本
書
の
成
立
を
「
天
保
十

年
︵
一
八
三
九
︶
頃
」
と
す
る
。
し
か
し
別
の
作
品
の
詩
題
に
「
夏
日

送
直
宜
帰
郷
」
と
あ
り
、
直
宜
︵
一
七
六
三
～
一
八
二
〇
︶
は
小
城

藩
第
六
代
藩
主
・
鍋
島
直
員
の
四
男
で
、
の
ち
肥
前
鹿
島
藩
の
第
八

第
藩
主
と
な
っ
た
人
物
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
成
立
は
天
明
二
年

︵
一
七
八
二
︶
頃
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
直
宜
の
兄
で
、
宝
暦

十
四
年
︵
一
七
六
四
︶
に
小
城
藩
第
七
代
藩
主
と
な
っ
た
直
愈
と
推
測

さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
中
尾
友
香
梨
︶

山
水
奇
観
︵
さ
ん
す
い
き
か
ん
︶o97-16　

刊　

淵
上
旭
江
著

　

中
本
、
二
巻
二
冊
︵
前
編
巻
一
、
巻
四
の
み
存
︶。
二
冊
と
も
原
装

表
紙
、題
簽
剥
落
、そ
の
跡
に
打
付
け
墨
書
き
「
山
水
奇
観　

一
︵
三マ

マ

︶」。

目
録
な
し
。
内
題
・
序
題
・
尾
題
な
し
。
版
心
に
「
山
陰
」︵
巻
一
︶、「
西

海
」︵
巻
四
︶。
蔵
書
印
「
荻
亭
蔵
書
」。

　

見
返
し
、

　
　

日
本
勝
地
真
景　

千
里
必
究
／
不
許
翻
刻

　
　
　
　

山
水
奇
観　
　

前
編
／
四
冊

　
　
　

旭
江
先
生
縮
図　

浪
華
書
林
合
梓

自
序
末
、

　

寛
政
十
一
年
歳
在
己
未
春
三
月

　
　
　

旭
江
淵
上
禎
白
亀
識　

印
「
禎
印
」︵
墨
刻
︶、「
旭
江
」︵
墨
刻
︶

跋
文
な
し
。
奥
付
、

　
　

鳴
亭
蔵
版　

印
「
旭
江
」︵
墨
刻
︶

　

寛
政
十
二
年
庚
申
歳
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
市
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
村
九
兵
衛　
　
　

合

　
　
　

浪
華
書
林　
　

渋
川
清
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
川
興
左
衛
門　
　

梓

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
原
喜
兵
衛

　

巻
四
末
に
広
告
を
付
す
。

　
　
　

旭
江
先
生
真
景
縮
図

　
　
︿
日
本
勝
地
﹀
山
水
奇
観　

全
部
十
二
冊

　
　
　

前
編
︹
山
陰
、
山
陽
、
南
海
、
西
海
︺
四
冊　

出
来

　
　
　

続
編
︹
五
畿
、
東
海
、
東
山
、
北
陸
︺
四
冊　

嗣
出

　
　
　

拾
遺
︹
五
畿
、
七
道　

合
輯
︺
四
冊　

近
刻

　

日
本
各
地
の
景
勝
を
南
画
の
手
法
で
描
き
、
一
つ
ず
つ
賛
を
付
し
た

画
集
。
著
者
が
自
ら
諸
国
を
遊
歴
し
て
実
景
を
描
い
た
も
の
と
さ
れ

る
。
享
和
二
年
︵
一
八
〇
二
︶
に
続
編
が
出
た
後
、
続
け
て
拾
遺
と
附

録
を
出
版
す
る
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
著
者
の
死
去
に
よ
り
未
刊
に

終
わ
る
。
同
書
は
当
時
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
旅
行
熱
に
拍
車
を
か

け
、
の
ち
に
歌
川
広
重
の
名
勝
錦
絵
に
も
利
用
さ
れ
る
。︵
中
尾
友
香
梨
︶

︹
参
考
︺
吉
田
恵
理
「﹃
山
水
﹄
画
譜
の
諸
問
題
︱
﹃
芥
子
園
画
伝
﹄
和
刻
の
経
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緯
と
淵
上
旭
江
﹃
山
水
奇
観
﹄
を
例
に
」︵﹃
江
戸
の
出
版
文
化
か
ら
始
ま
っ
た
イ

メ
ー
ジ
革
命
︱
絵
本
・
絵
手
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
﹄、
金
沢
芸
術
学
研
究
会
、

二
〇
〇
七
年
︶

　
　小

学
句
読
詳
解
︵
し
ょ
う
が
く
く
と
う
し
ょ
う
か
い
︶oksh-1

刊　

宋
・
朱
熹
著
、
明
・
陳
選
句
読

　

大
本
、
六
巻
四
冊
。
漢
籍
︵
和
刻
本
︶。
題
簽
な
し
。
打
付
書
「
小

学
句
読
」、
内
題
「
小
学
」、
内
題
下
「
天
台　

陳
選　

句
読
」。
冒
頭

に
「
小
学
之
図
」
あ
り
。
序
文
「
小
学
句
読
序
」
末
尾
に
「
成
化
癸

巳
五
月
望
日
天
台
陳
選
序
」︵
成
化
九
年　

一
四
七
三
︶、
続
く
「
小

学
序
」
末
尾
に
「
淳
煕
丁
未
三
月
朔
旦
晦
菴
題
」︵
淳
煕
二
十
七
年　

一
一
八
七
︶
と
あ
る
。
序
文
の
後
ろ
に
「
小
学
題
辞
」
が
置
か
れ
、
本

文
に
入
る
。
目
録
な
し
。
奥
付
、

　
　

寛
文
八
戊
申
暦
孟
春
吉
辰
刊
板

蔵
書
印
「
荻
府
蔵
書
」「
又
新
館
」「
寺
井
文
庫
」。
す
べ
て
の
冊
の
表

紙
か
見
返
し
部
分
に
朱
の
圏
点
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
﹃
小
学
﹄
は
、
南
宋
の
朱
熹
︵
字
は
元
晦
・
仲
晦
、
号
は
晦
庵
な
ど
。

一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
︶
が
友
人
の
劉
清
之
︵
字
は
子
澄
︶
に
編
纂
を

依
頼
し
、
そ
の
原
稿
に
添
削
を
加
え
て
淳
煕
十
四
年
︵
一
一
八
七
︶
に

成
っ
た
と
伝
わ
る
。
本
和
刻
本
が
基
づ
い
た
﹃
小
学
句
読
﹄
は
、
明
の

陳
選
︵
字
は
一
四
二
九
～
八
六
︶
が
注
釈
を
付
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ

る
。              　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

               ︵
土
屋
育
子
︶

︹
参
考
︺
宇
野
精
一
﹃
小
学
﹄︵
新
釈
漢
文
大
系　

明
治
書
院　

一
九
六
五
年
︶。
遠

藤
哲
夫
﹃
小
学
﹄︵
明
徳
出
版
社　

一
九
六
九
年
︶

小
学
句
読
口
義
詳
解
︵
し
ょ
う
が
く
く
と
う
こ
う
ぎ
し
ょ
う
か
い
︶oksh-2

刊　

宋
・
朱
熹
著　

明
・
陳
選
句
読　

宇
都
宮
遯
庵
詳
解

　

大
本
、
十
三
巻
七
冊
。
漢
籍
︵
和
刻
本
︶。
題
簽
「
小
学
句
読
口
義

詳
解
」。
内
題
「
小
学
句
読
」、
内
題
下
「
天
台
陳
選　

句
読
」、
版
心

題
「
小
学
詳
解
」。
序
文
「
小
学
句
読
序
」
末
尾
「
成
化
癸
巳
五
月
望

日
天
台
陳
選
序
」、「
小
学
序
」
末
尾
「
淳
煕
丁
未
三
月
朔
旦
晦
菴
題
」。

序
文
の
後
ろ
に
「
小
学
題
辞
」「
小
学
句
読
口
義
詳
解
総
領
総
論
」「
小

学
句
読
口
義
詳
解
引
用
書
目
」
が
置
か
れ
、本
文
に
入
る
。
目
録
な
し
。

跋
文
の
末
尾
、

　
　

延
宝
戊
午
秋
九
月
穀
旦
求
身
堂
宇
都
宮
由
的
跋

奥
付
①
、

　
　

延
宝
八
庚
申
年
季
秋
良
辰
繍
梓

奥
付
②
、

　
　

二
条
通
衣
棚
／
京
都
書
肆
／
風
月
荘
左
衛
門

蔵
書
印
「
荻
府
蔵
書
」「
又
新
館
」

　

本
書
は
、明
・
陳
選﹃
小
学
句
読
﹄に
基
づ
き
、宇
都
宮
由
的︵
一
六
三
三

～
一
七
〇
七
︶
が
詳
細
な
解
説
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
宇
都
宮
由
的

は
、
江
戸
前
期
の
儒
者
、
名
は
的
、
字
は
由
的
、
遯
庵
と
号
し
、
周
防

の
人
。
京
都
の
松
永
尺
五
に
学
び
、
儒
学
・
漢
詩
文
の
典
籍
の
注
釈
を

数
多
く
著
し
た
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   ︵
土
屋
育
子
︶

小
学
句
読
︵
し
ょ
う
が
く
く
と
う
︶oksh-3

刊　

宋
・
朱
熹
著
、
明
・
陳
選
句
読

　

大
本
、
六
巻
四
冊
。
漢
籍
︵
和
刻
本
︶。
原
題
簽
「
新
刻
校
正
小
学

句
読
」、内
題
「
小
学
」、内
題
下
「
陳
選
句
読
」。
序
文
「
小
学
句
読
序
」
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末
尾
「
成
化
癸
巳
五
月
望
日
天
台
陳
選
序
」、「
小
学
書
題
」︵
中
身
は

oksh-1

やoksh-2

の
「
小
学
序
」
と
同
じ
︶
末
尾
「
淳
煕
丁
未
三
月
朔

旦
晦
菴
題
」。
目
録
な
し
。
蔵
書
印
な
し
。
奥
付
、

　
　

有
文
閣
蔵
版

　
　
　

寛
政
七
年
乙
卯
孟
夏
穀
旦

　
　
　
　
　

浪
速
書
林　

志
多
守
全
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
原
喜
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
村
九
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
木
市
兵
衛

　

本
書
も
ま
た
陳
選
の
﹃
小
学
句
読
﹄
に
基
づ
く
が
、oksh-1

﹃
小
学

句
読
詳
解
﹄、oksh-2

の
﹃
小
学
句
読
口
義
詳
解
﹄
の
よ
う
に
注
釈
が

無
い
こ
と
か
ら
、
刊
行
年
こ
そ
後
れ
る
も
の
の
、
詳
解
な
ど
の
江
戸
時

代
の
注
釈
本
よ
り
も
前
の
形
を
残
す
版
本
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
陳
選
句

読
のoksh-45

﹃
小
学
﹄︵
寛
文
八
年
︹
一
六
六
六
︺︶
や
、
国
立
公
文

書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
享
保
十
九
年
︵
一
七
三
四
︶
刊
﹃
小
学
句
読
﹄
は
、

本
文
庫
蔵
本
と
は
版
式
が
異
な
る
も
の
の
本
文
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、

上
記
の
推
測
を
裏
付
け
る
。
よ
っ
て
、oksh-3

↓oksh-1
↓oksh-2

の

順
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。       　
　

                          ︵
土
屋
育
子
︶

小
学
句
読
口
義
詳
解
︵
し
ょ
う
が
く
く
と
う
こ
う
ぎ
し
ょ
う
か
い
︶oksh-4

刊　

宋
・
朱
熹
著
、
明
・
陳
選
句
読
、
宇
都
宮
遯
庵
詳
解

　

大
本
、一
巻
一
冊
︵
巻
一
の
み
存
︶。
漢
籍
︵
和
刻
本
︶。
原
題
簽
「
小

学
句
読
口
義
詳
解
」、
内
題
「
小
学
」、
内
題
下
「
天
台
陳
選　

句
読
」、

柱
題
「
小
学
詳
解
」。
序
文
「
小
学
句
読
序
」「
小
学
序
」、「
小
学
題
辞
」

「
小
学
句
読
口
義
詳
解
総
領
総
論
」「
小
学
句
読
口
義
詳
解
引
用
書
目
」

が
置
か
れ
、
目
録
な
し
、
本
文
に
入
る
と
い
う
の
は
、oksh-2

と
同
じ
。

　

識
語
「
弘
化
三
年
午
正
月
求
之
／
福
嶋
孝
女　

花
押
」。
蔵
書
印
な

し
。

　

oksh-2

﹃
小
学
句
読
口
義
詳
解
﹄
と
同
版
本
の
端
本
で
あ
ろ
う
。

   ︵
土
屋
育
子
︶

小
学
︵
し
ょ
う
が
く
︶oksh-45　

刊　

宋
・
朱
熹
著　

明
・
陳
選
句
読

　

大
本
、一
巻
一
冊︵
巻
六
の
み
存
︶。
漢
籍︵
和
刻
本
︶。
原
題
簽
な
し
。

打
付
書
・
内
題
と
も
に
「
小
学
」、
内
題
下
「
天
台　

陳
選　

句
読
」。

奥
付
、

　
　

寛
文
六
丙
午
稔
立
秋
開
刊

蔵
書
印
「
松
田
印
□
」

　

陳
選
の
句
読
の
み
が
付
さ
れ
た
書
と
思
わ
れ
る
が
、oksh-3

﹃
小
学

句
読
﹄
や
、
内
閣
文
庫
蔵
享
保
十
九
年
刊
本
と
も
版
式
が
異
な
る
。

︵
土
屋
育
子
︶

小
学
︵
し
ょ
う
が
く
︶oksh-46　

刊　

宋
・
朱
熹
著　

明
・
陳
選
句
読　

後
藤
世
鈞
訓
点

　

半
紙
本
、
四
巻
一
冊
︵
巻
一
～
巻
四
の
み
存
︶。
漢
籍
︵
和
刻
本
︶。

表
紙
題
簽
「︿
新
刻
改
正
﹀
小
学
︹
後
藤
点
︺︹
元
享
︺」、内
題
「
小
学
」、

内
題
下
「
天
台　

陳
選　

句
読
」。

見
返
し
上
部
「
飜
刻
」、
見
返
し
「
芝
山
後
藤
先
生
定
本
／
改
正
小
学

句
読
／
福
岡
書
肆　

誠
紀
堂
梓
」。
序
文
「
御
製
重
刊
小
学
序
」
の
末

尾
「
崇
禎
八
年
七
月
吉
日
」︵
一
六
三
五
年
︶、「
小
学
句
読
序
」
末
尾
「
成

化
癸
巳
五
月
望
日
天
台
陳
選
序
」、「
小
学
序
」
末
尾
「
淳
煕
丁
未
三
月
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朔
旦
晦
菴
題
」。
続
い
て
「
諸
儒
小
学
総
論
」「
小
学
題
辞
」
が
置
か
れ

た
あ
と
、
本
文
に
入
る
。
目
録
な
し
。

　

本
書
は
、﹃
小
学
句
読
﹄
に
基
づ
き
、
後
藤
世
鈞
︵
号
は
芝
山
。

一
七
二
一
～
一
七
八
二
︶
が
訓
点
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。︵
土
屋
育
子
︶

八
種
画
譜
︵
は
っ
し
ゅ
が
ふ
︶oksh-10　

刊　

明
・
黄
鳳
地
編

　

大
本
、四
冊
。
漢
籍︵
和
刻
本
︶。
原
題
簽
な
し
。
打
付
書
第
一
冊「
五

言
画
譜
」、第
二
冊「
唐
詩
画
譜
」、第
三
冊「
画
譜　

山
水
」、第
四
冊「
花

詩
譜
」。
見
返
し
第
一
冊
「
新
鐫
五
言
／
集
雅
斎
蔵
板
／
唐
詩
画
譜
」、

第
二
冊
「
新
鐫
六
言
／
集
雅
斎
蔵
板
／
唐
詩
画
譜
」、
第
三
冊
「
唐
解

元
倣
／
清
絵
斎
／
古
今
画
譜
」、
第
四
冊
「
新
鐫
草
本
／
集
雅
斎
蔵
板

／
花
詩
譜
」。
序
文
第
一
冊
「
唐
詩
画
譜
叙
」、
末
尾
「
銭
塘
王
迪
吉
」、

第
二
冊
「
唐
詩
画
譜
序
」、
末
尾
「
新
都
程
涓
」、
第
三
冊
「
唐
六
如
画

譜
序
」、
末
尾
「
呉
郡
六
如
居
士
唐
寅
題
并
書
」、
第
四
冊
「
新
鐫
草
本

花
詩
譜
序
」、末
尾
「
天
啓
元
年
清
和
月
上
浣　

大
鄣
山
人
汪
躍
鯉
撰
」。

本
文
第
四
冊
末
尾
「
辛
酉
孟
夏
新
安
汪
泉
書
」。
跋
文
第
一
冊
冒
頭
「
唐

詩
画
譜
跋
」、
末
尾
「
新
都
兪
見
竜
跋
／
虎
林
竇
雲
興
草
」、
第
二
冊
冒

頭
「
六
言
唐
詩
画
譜
跋
／
新
都
兪
見
竜
撰
」、末
尾
「
武
林
張
一
選
書
」、

第
三
冊
・
第
四
冊
跋
文
な
し
。
蔵
書
印
「
小
城
蔵
書
」「
荻
亭
蔵
書
」。

　

明
代
新
安
︵
現
安
徽
省
に
属
す
︶
の
人
、黄
鳳
地
が
編
集
し
た
画
譜
。

序
文
に
、
黄
鳳
地
が
編
集
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
に
見

え
る
「
集
雅
斎
」
は
杭
州
に
あ
っ
た
黄
鳳
地
の
書
坊
、「
清
絵
斎
」
は

主
人
の
姓
名
は
不
明
だ
が
、
万
暦
年
間
の
蘇
州
の
書
坊
で
あ
る
。
も
と

も
と
個
別
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
八
種
の
画
譜
︵「
唐
詩
五
言
」「
唐
詩
六

言
」「
唐
詩
七
言
」「
梅
竹
蘭
菊
」「
古
今
画
譜
」「
草
本
花
詩
」「
木
本

花
鳥
」「
名
公
扇
譜
」︶
を
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
。「
梅
竹
蘭
菊
」
の

序
に
万
暦
四
十
八
年
︵
一
六
二
〇
︶、「
草
本
花
詩
」
の
巻
末
と
「
木
本

花
鳥
」
の
序
に
天
啓
元
年
︵
一
六
二
一
︶
の
記
載
が
あ
る
。
本
文
庫
蔵

本
は
「
唐
詩
七
言
」「
梅
竹
蘭
菊
」「
木
本
花
鳥
」「
名
公
扇
譜
」
を
欠
く
。

他
機
関
所
蔵
本
に
よ
り
、
最
初
の
覆
刻
は
寛
文
十
二
年
︵
一
六
七
二
︶

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

　

本
書
は
、
江
戸
時
代
の
文
人
画
勃
興
期
に
、
文
人
画
作
家
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
と
評
さ
れ
る
。               　
　

                       ︵
土
屋
育
子
︶

︹
参
考
︺﹃
八
種
画
譜
﹄︵
全
九
冊
、
美
乃
美
、
一
九
七
八
年
︶、
小
林
宏
光
﹃
中
国

の
版
画
︱
唐
代
か
ら
清
代
ま
で
﹄︵
東
信
堂
、
一
九
九
五
年
︶、
佐
々
木
丞
平
・
佐
々

木
正
子
﹃
文
人
画
の
基
礎
知
識
﹄︵
至
文
堂
、
一
九
九
八
年
︶

白
虎
通
徳
論
︵
び
ゃ
っ
こ
つ
う
と
く
ろ
ん
︶oksh-18

刊　

漢
・
班
固
著　

清
・
汪
士
漢
校

　

大
本
、
二
巻
二
冊
。
唐
本
。
表
紙
題
簽
な
し
。
内
題
「
白
虎
通
」、

内
題
下「
漢
班
固
纂　

後
学
新
安
汪
士
漢
校
」。
目
録
あ
り
。
蔵
書
印「
荻

府
学
校
」「
□
斎
珍
蔵
」「
叢
桂
館
蔵
」。

　

後
漢
の
章
帝
が
建
初
四
年
︵
七
九
︶、
宮
中
の
白
虎
観
に
諸
学
者
を

集
め
、
儒
教
の
経
書
に
関
す
る
解
釈
の
異
同
を
討
論
さ
せ
た
。
こ
の
議

論
の
記
録
を
、
班
固
︵
三
二
～
九
二
︶
が
整
理
し
ま
と
め
た
の
が
本
書

で
あ
る
。「
白
虎
通
義
」、
ま
た
は
略
し
て
「
白
虎
通
」
と
も
言
う
。
本

文
庫
蔵
本
は
、
校
訂
者
と
し
て
名
前
が
見
え
る
汪
士
漢
が
刊
行
し
た
も

の
で
あ
る
。
汪
士
漢
は
、
出
版
地
と
し
て
有
名
な
安
徽
新
安
の
出
版
者

で
、清
・
康
煕
年
間
︵
一
六
六
二
～
一
七
二
二
︶
に
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
。

彼
が
編
纂
し
た﹃
秘
書
廿
一
種
﹄は
、康
煕
七
～
八
年︵
一
六
六
八
～
九
︶
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刊
や
嘉
慶
三
年
︵
一
七
九
八
︶
刊
な
ど
が
知
ら
れ
る
。﹃
秘
書
廿
一
種
﹄

に
は
﹃
白
虎
通
徳
論
﹄
も
収
録
さ
れ
、
そ
の
版
式
は
本
文
庫
蔵
本
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。
本
文
庫
蔵
本
は
、
こ
の
﹃
秘
書
廿
一
種
﹄
の
﹃
白
虎

通
徳
論
﹄二
冊
の
み
が
伝
来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。       ︵
土
屋
育
子
︶

︹
参
考
︺
瞿
冕
良
編
著
﹃
中
国
古
籍
版
刻
辞
典 

増
補
版
﹄︵
蘇
州
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
︶

中
尾
友
香
梨
︵
佐
賀
大
学
全
学
教
育
機
構　

准
教
授
︶

白
石
良
夫
︵
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

特
命
教
員
︶

大
久
保
順
子
︵
福
岡
女
子
大
学　

教
授
︶

土
屋
育
子
︵
東
北
大
学　

准
教
授
︶

沼
尻
利
通
︵
福
岡
教
育
大
学　

准
教
授
︶

日
高
愛
子
︵
志
學
館
大
学　

講
師
︶




